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浦
安
市
上
空
の
飛
行
は

5
月
24
日
に
国
土
交
通
省
か
ら
千
葉
県
と
浦
安
市
に
「
羽
田

空
港
再
拡
張
後
の
飛
行
ル
ー
ト
の
修
正
案
」
が
提
示
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
内
容
は
、
市
の
求
め
て
い
た
「
Ｄ
滑
走
路
の
位
置
を
海

側
に
10
度
傾
け
る
な
ど
市
の
上
空
を
航
空
機
が
飛
行
し
な
い
ル

ー
ト
に
す
る
こ
と
。」
と
い
う
主
張
に
ほ
ぼ
沿
う
も
の
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
千
葉
県
は
、
5
月
25
日
に
県
市
連
絡
会
議
（
千

葉
県
と
関
係
14
市
）
を
開
き
協
議
し
た
結
果
、
修
正
案
と
2
月

9
日
に
提
出
し
た
意
見
書
に
対
す
る
国
土
交
通
省
の
回
答
案
を

千
葉
県
と
関
係
14
市
は
了
承
す
る
こ
と
に
な
り
、
千
葉
県
知
事

が
国
土
交
通
大
臣
に
、
そ
の
受
け
入
れ
を
表
明
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
国
土
交
通
省
が
示
し
た
修
正
案
と
意
見
書
に
対

す
る
国
土
交
通
省
の
回
答
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｄ
滑
走
路
へ
の
進
入
経
路
の
変
更
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
航
空
局

羽
田
空
港
の
再
拡
張
後
の
飛
行
ル
ー
ト
に
関
し
て
は
、
南
風

悪
天
時
に
お
い
て
、
新
た
に
浦
安
市
街
地
上
空
を
通
過
し
て
、

Ｄ
滑
走
路
へ
進
入
す
る
経
路
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
国
土
交

通
省
に
お
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
今
般
以
下
の
通
り
、
Ｄ

滑
走
路
の
角
度
を
「
7.5
度
」
振
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
飛
行

方
法
を
工
夫
（
オ
フ
セ
ッ
ト
Ｉ
Ｌ
Ｓ
進
入
方
式
を
導
入
「
２
度
」）

し
、
合
計
「
9.5
度
」、
Ｄ
滑
走
路
へ
の
進
入
経
路
を
変
更
す
る

こ
と
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
千
葉
県
等
よ
り
要
請
の
あ
っ
た

浦
安
市
街
地
上
空
の
飛
行
を
回
避
す
る
こ
と
と
す
る
。

�
Ｄ
滑
走
路
の
角
度
振
り
（
7.5
度
）
に
つ
い
て

①
滑
走
路
の
角
度
を
振
る
と
、
航
空
法
の
制
限
表
面
（
建
物
の
高

さ
制
限
）
と
の
関
係
で
、
川
崎
の
浮
島
地
区
に
あ
る
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
の
換
気
塔
と
首
都
高
の
換
気
塔
が
、
当
該
高
さ
制
限
に
か

か
る
こ
と
と
な
る
。

②
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
換
気
塔
は
、
換
気
塔
本
体
に
か
ぶ
さ
る
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型
の
装
飾
を
改
修
し
高
さ
を
抑
え
る
こ
と
で
対
応
。

③
一
方
、
首
都
高
の
換
気
塔
は
、
換
気
塔
本
体
の
高
さ
の
切
下
げ

が
必
要
と
な
る
が
、
同
換
気
塔
は
、
川
崎
市
の
大
気
汚
染
・
公

害
問
題
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
現
在
の
高
さ
（
約
40
ｍ
）
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
を
切
り
下
げ
る
こ
と
は
困
難
。

④
こ
の
た
め
、
滑
走
路
の
角
度
振
り
は
、
首
都
高
の
換
気
塔
が
航

空
法
の
制
限
表
面
に
か
か
ら
な
い
角
度
（
＝
7.5
度
）
が
限
界
。

�
オ
フ
セ
ッ
ト
Ｉ
Ｌ
Ｓ
進
入
方
式
の
導
入
（
２
度
）
に
つ
い
て

①
オ
フ
セ
ッ
ト
Ｉ
Ｌ
Ｓ
進
入
方
式
は
、
国
際
基
準
で
認
め
ら
れ
た

進
入
方
式
で
あ
り
、
世
界
的
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ケ
ネ
デ
ィ

ー
空
港
等
で
導
入
。

②
Ｄ
滑
走
路
へ
の
導
入
を
検
討
し
た
結
果
、
Ｉ
Ｌ
Ｓ
進
入
方
式
よ

り
滑
走
路
か
ら
２
度
海
上
寄
り
の
方
向
か
ら
進
入
さ
せ
る
、
オ

フ
セ
ッ
ト
Ｉ
Ｌ
Ｓ
進
入
方
式
（
２
度
）
を
導
入
す
る
こ
と
と
し

た
。

�
上
記
に
よ
り
、「
合
計
9.5
度
」、
Ｄ
滑
走
路
へ
の
進
入
経
路
を
変

更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
浦
安
市
街
地
上
空
の
進
入
経
路
を
海
上
に

ず
ら
し
、
浦
安
市
街
地
上
空
の
飛
行
を
回
避
。

①
南
風
悪
天
時
の
進
入
経
路
は
、
最
も
近
い
と
こ
ろ
で
も
浦
安
沖

約
１
８
０
ｍ
の
海
上
。

②
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
の
最
短
距
離
も
、
原
案
３
０
０

ｍ→

経
路
変
更
に
よ
り
２
km
。

③
浦
安
の
居
住
予
定
地
域
に
お
け
る
平
均
的
な
騒
音
予
測
値
は
、

Ｂ
７
４
７-

４
０
０
で
あ
っ
て
も
70
dB
以
上
に
は
な
ら
な
い
。

飛行ルートが変更

回
避修正案原案

飛行ルートが変更
浦
安
市
上
空
の
飛
行
は回

避
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Ｄ滑走路への進入経路

好天時

好天時以外 好天時

悪天時

運用比率：全体の35%程度 運用比率：全体の32%程度

運用比率：全体の30%程度

運用比率：全体の3%程度

9.5度�

7.5度�

180m

浦安市�

羽田空港�Ｂ滑走路�

Ｄ滑走路�

■オフセットILS方式の導入（2.0度）で�
　進入経路を2.0度傾ける�

�

ローカライザー�

オフセットによる進入経路�

滑　走　路�
2.0度�

2.0度�

■南風悪天時の飛行便数が�
　年間約5,000便から�
　1,800便に減少�

約2,700ft�
（約800m）�

約2,000ft�
（約600m）�

Ａ滑走路�

Ｃ滑走路�

北　風

南　風

「
羽
田
再
拡
張
後
の
飛
行
ル
ー
ト
（
国
土
交
通
省
案
）
に
対
す

る
意
見
書
（
千
葉
県
お
よ
び
関
係
14
市
の
主
張
）」

に
対
す
る
国
土
交
通
省
の
回
答

平
成
16
年
5
月
25
日
　

国
　
土
　
交
　
通
　
省

�
浦
安
方
面
の
低
空
騒
音
の
抜
本
的
な
改
善
に
つ
い
て

南
風
悪
天
時
の
浦
安
市
街
地
上
空
の
飛
行
ル
ー
ト
に
関
し
て
は
、
諸
課

題
に
つ
き
慎
重
に
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
滑
走
路
自
体
を
原
案
よ
り
7.5
度

振
る
と
と
も
に
、
飛
行
方
法
を
工
夫
（
オ
フ
セ
ッ
ト
Ｉ
Ｌ
Ｓ
進
入
方
式
に

よ
り
滑
走
路
か
ら
2
度
海
上
寄
り
の
方
角
か
ら
侵
入
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、

原
案
よ
り
合
計
9.5
度
角
度
を
振
る
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
南
風
悪
天
時
に
浦
安
上
空
を
通
過
し
な
い
（
最
も
近
い

と
こ
ろ
で
も
浦
安
沖
約
1
8
0
ｍ
の
海
上
を
通
過
）
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
の
関
係
で
は
、
南
風
悪
天
時
に

お
い
て
、
原
案
で
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
沖
約
3
0
0
メ
ー
ト
ル

を
航
空
機
が
通
過
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
合
計
9.5
度
角
度
を
振
る
こ

と
に
よ
り
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
沖
約
2
km
を
通
過
す
る
こ
と
と
な

り
、
問
題
は
生
じ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�
入
札
に
つ
い
て

上
記
の
よ
う
に
、
浦
安
上
空
の
通
過
を
回
避
す
る
抜
本
的
な
方
策
を
講

じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
か
つ
、
�
以
下
の
通
り
、
さ
ら
な
る
騒
音
軽
減
等

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
入
札
契
約
手
続
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
続

を
は
じ
め
と
す
る
諸
手
続
を
進
め
て
参
り
た
い
。
今
後
の
諸
手
続
が
円
滑

に
推
進
で
き
る
よ
う
、
千
葉
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

�
再
拡
張
後
の
航
空
機
騒
音
を
現
状
よ
り
悪
化
さ
せ
な
い
対
策
の

実
施
に
つ
い
て

①
千
葉
・
市
原
方
面
か
ら
の
着
陸
ル
ー
ト

南
風
好
天
時
の
千
葉
・
市
原
方
面
か
ら
の
着
陸
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

通
過
高
度
を
現
行
3
0
0
0
フ
ィ
ー
ト
か
ら
、
Ｂ
滑
走
路
に
進
入
す
る
も

の
を
5
0
0
0
フ
ィ
ー
ト
、
Ｄ
滑
走
路
に
進
入
す
る
も
の
を
4
0
0
0
フ

ィ
ー
ト
に
、
そ
れ
ぞ
れ
高
度
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
航
空
機
に
よ
る
騒
音
は
現
状
よ
り
改
善
す
る
こ
と
と
な

る
。

②
木
更
津
・
君
津
方
面
か
ら
の
着
陸
ル
ー
ト

北
風
時
の
木
更
津
・
君
津
方
面
か
ら
の
着
陸
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
富

津
沖
海
上
ル
ー
ト
の
設
定
、
通
過
高
度
の
引
上
げ
に
よ
り
、
航
空
機
に
よ

る
騒
音
は
現
状
よ
り
改
善
す
る
こ
と
と
な
る
。

さ
ら
に
、
北
風
好
天
時
の
到
着
機
の
少
な
い
時
間
帯
に
お
い
て
は
、
北

か
ら
の
到
着
機
に
つ
い
て
も
富
津
沖
海
上
ル
ー
ト
を
使
用
す
る
こ
と
と
す

る
。な

お
、
富
津
沖
海
上
ル
ー
ト
を
こ
れ
以
上
使
用
す
る
こ
と
は
、
現
状
で

は
安
全
上
困
難
で
あ
る
が
、
将
来
の
管
制
技
術
等
の
進
展
を
踏
ま
え
な
お

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

�
着
陸
ル
ー
ト
に
お
け
る
「
騒
音
共
有
」
の
実
現
に
つ
い
て

「
神
奈
川
・
都
心
北
上
ル
ー
ト
」
を
終
日
運
航
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

極
め
て
限
ら
れ
た
地
理
的
範
囲
内
に
お
い
て
の
運
航
と
な
る
上
に
、
離
陸

便
と
明
確
な
高
度
差
を
設
け
る
必
要
が
あ
り
、
安
全
性
を
考
慮
す
る
と
制

限
的
な
運
用
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
到
着
機
数
が
少
な
い
時
間
帯
（
西
方

面
か
ら
の
到
着
機
が
1
時
間
に
15
機
以
内
）
に
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
こ
の
ル
ー
ト
を
千
葉
県
上
空
を
通
過
し
な
い
形
で
運
航
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
2
0
0
0
フ
ィ
ー
ト
の
水
平
飛
行
で
79
dB
程
度
の
騒
音

を
東
京
都
の
江
戸
川
区
等
に
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
、
不
適
切
と
考
え
て
い

る
。以

上
で
あ
る
が
、「
神
奈
川
・
都
心
北
上
ル
ー
ト
」
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
の
も
の
で
あ
り
、
将
来
の
管
制
技
術
等
の
進
展
を
踏
ま
え
な
お

検
討
を
行
っ
て
参
り
た
い
。

な
お
、
騒
音
の
共
有
に
関
し
て
は
、
今
般
の
修
正
案
に
お
い
て
も
各
種

取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
都
心
ル
ー
ト
（
出
発
）

に
つ
い
て
は
、
騒
音
レ
ベ
ル
の
高
い
離
陸
直
後
の
騒
音
（
今
般
回
避
す
る

こ
と
と
し
た
浦
安
上
空
以
上
の
騒
音
）
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の

騒
音
は
海
上
で
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
今
般
の
修
正
案
に

お
い
て
は
こ
の
ル
ー
ト
は
設
定
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

�
騒
音
予
測
に
つ
い
て

機
種
別
騒
音
値
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
か
ら
頂
い
た
デ
ー
タ
を
含
め
こ

れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
類
似
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
て
い
る
。
今
後
更
に
デ
ー

タ
を
収
集
し
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
予
測
基
礎
デ
ー
タ
の
検
証
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

一
方
、
ご
指
摘
の
実
測
値
を
踏
ま
え
て
も
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
70
の
ラ
イ
ン

は
居
住
地
に
は
達
し
な
い
と
見
込
ま
れ
、
環
境
基
準
の
維
持
は
可
能
と
考

え
て
い
る
。
今
般
の
飛
行
ル
ー
ト
（
修
正
案
）
を
前
提
に
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
行
い
、
改
め
て
Ｗ
値
を
予
測
し
て
い
き
た
い
。

�
深
夜
・
早
朝
の
取
扱
い
に
つ
い
て

羽
田
空
港
再
拡
張
後
の
飛
行
ル
ー
ト
と
し
て
提
示
し
て
い
る
案
は
、
一

日
の
平
均
的
な
運
用
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
深
夜
・
早
朝
に
つ

い
て
は
、
別
途
検
討
し
て
参
り
た
い
。

�
再
拡
張
後
の
飛
行
回
数
に
つ
い
て

羽
田
空
港
の
再
拡
張
事
業
は
、
増
大
す
る
航
空
需
要
へ
対
応
す
る
と
と

も
に
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
等
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の

完
成
が
多
方
面
か
ら
望
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
期
待
に
応
え
る
と
と
も

に
、
多
額
の
国
費
等
を
投
入
し
て
行
う
再
拡
張
事
業
の
効
果
を
最
大
限
発

揮
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
年
間
40
・
7
万
回
の
発
着
回
数
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
。

�
情
報
公
開
に
つ
い
て

再
拡
張
後
の
飛
行
ル
ー
ト
等
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
に
対
し
昨
年
来
累

次
に
わ
た
り
説
明
を
行
い
、
本
年
2
月
2
日
の
関
係
14
市
の
市
長
等
へ
の

事
前
説
明
を
経
て
、
2
月
9
日
開
催
の
「
羽
田
空
港
再
拡
張
事
業
に
関
す

る
協
議
会
」
に
お
い
て
8
都
県
市
に
対
し
て
正
式
に
提
示
し
た
も
の
で
あ

る
。そ

の
後
、
千
葉
県
議
会
全
員
協
議
会
に
2
月
25
日
説
明
、
ま
た
、
関
係

14
市
当
局
に
は
、
2
月
26
日
〜
27
日
説
明
、
3
月
25
日
〜
26
日
追
加
説
明

等
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
と
も
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を
心
が
け
、
必
要
な
説
明
を
し
て

参
り
た
い
。

運用比率が全体の
8%（約5,000便）から
3%（約1,800便）に減少

国土交通省が示した羽田再拡張後の飛行ルート�

　　　　　　　　　　　　 （修正案） 
国土交通省が示した羽田再拡張後の飛行ルート�

　　　　　　　　　　　　 （修正案） 
国土交通省が示した羽田再拡張後の飛行ルート�

　　　　　　　　　　　　 （修正案） 
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５
月
24
日
、
国
土
交
通
省
が
浦
安
市
に
「
羽
田
空
港
再
拡
張
後
の
飛

行
ル
ー
ト
の
修
正
案
」
を
提
示
し
ま
し
た
。

こ
の
修
正
案
は
、
Ｄ
滑
走
路
へ
の
進
入
経
路
が
9.5
度
海
側
に
変
更
さ

れ
、
浦
安
市
の
陸
域
を
航
空
機
が
飛
行
し
な
い
と
い
う
内
容
で
す
。

浦
安
市
は
、
国
土
交
通
省
に
対
し
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
Ｄ
滑
走
路

の
位
置
を
変
更
す
る
こ
と
、
せ
め
て
角
度
を
10
度
海
側
に
傾
け
る
な
ど
、

市
の
上
空
を
航
空
機
が
飛
行
し
な
い
ル
ー
ト
に
す
る
よ
う
強
く
主
張
し

て
き
ま
し
た
の
で
、
提
示
さ
れ
た
修
正
案
は
、
市
の
主
張
に
ほ
ぼ
沿
う

も
の
で
す
。

国
が
、
一
度
決
定
し
た
計
画
を
修
正
す
る
と
い
う
こ
と
は
今
ま
で
に

あ
ま
り
例
が
な
く
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に

署
名
活
動
を
行
っ
た
自
治
会
連
合
会
や
国
土
交
通
省
に
要
望
書
を
提
出

し
た
住
宅
管
理
組
合
連
合
会
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
関
係
団
体
、
多
く

の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
後
詳
細
に
つ
い
て
詰
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

千
葉
県
と
関
係
14
市
と
が
国
土
交
通
省
と
協
議
を
行
う
た
め
の
フ
レ
ー

ム
を
つ
く
る
こ
と
で
も
合
意
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
修
正
案
に
あ
る
「
将

来
の
管
制
技
術
の
進
展
」
に
よ
る
新
し
い
可
能
性
、
す
な
わ
ち
、
よ
り

騒
音
の
少
な
い
飛
行
ル
ー
ト
を
追
求
す
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
課

題
に
つ
い
て
、
国
と
話
し
合
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

浦
安
市
長
　
松
　
崎
　
秀
　
樹

平成14年
12月 ○千葉県議会が「羽田空港再拡張事業に関して地方公共団体の

財政負担を導入することに強く反対する意見書」を可決
平成15年

1月 ○第1回羽田空港再拡張事業に関する協議会開催（国土交通大
臣、7都県市首長）

3月 ○千葉県議会が「羽田空港再拡張事業による騒音被害対策を求
める意見書」を可決

○第2回羽田空港再拡張事業に関する協議会開催（国土交通大
臣、7都県市首長）

5月 ○千葉県が羽田空港再拡張の検討状況等説明会を開催
6月 ○千葉県議会が「羽田空港再拡張後の騒音等を首都圏で共有す

る飛行経路の設定を求める意見書」を可決
○第3回羽田空港再拡張事業に関する協議会開催（国土交通大
臣、8都県市首長）

7月 ○千葉県が羽田空港再拡張事業に係る会議を開催
8月 ○千葉県が羽田空港再拡張事業に係る県・市連絡会を開催。羽

田空港再拡張事業の経緯と現在の状況について質疑と意見交
換

9月 ○市長が木更津市、君津市、袖ヶ浦市の現状を視察
12月 ○千葉県議会全員協議会で国土交通省航空局が羽田空港再拡張

事業について説明
○浦安市議会第4回定例会で羽田空港再拡張問題について市長
が行政報告

○「羽田空港再拡張事業に関する要望書」を浦安市長、市川市
長、船橋市長が連名で国土交通大臣に提出

平成16年
1月5日 ○環境部環境保全課内に羽田空港騒音問題対策室を設置
1月8日 ○浦安市議会全員協議会開催
1月30日 ○市長、部長など23名が成田空港周辺に航空機騒音の体感視察
2月2日 ○千葉県が羽田空港再拡張事業に係る県・市打合せ会議を開催
2月4日 ○市長が「羽田空港再拡張事業に関する抗議書」を国土交通大

臣に提出
2月9日 ○第4回羽田空港再拡張事業に関する協議会開催（国土交通大

臣、8都県市首長）。飛行ルート案が発表
○千葉県と関係14市が「羽田再拡張後の飛行ルート（国土交通
省案）に対する意見書」を国土交通大臣に提出

2月20日 ○国土交通省航空局管制保安部長が浦安市に来庁。市長に羽田
空港再拡張事業について説明

2月26日 ○千葉県が羽田空港再拡張事業に係る県・市打合せ会議を開催。
国土交通省が飛行ルートについて説明

3月3・4日 ○市長が状況説明と協力要請のため、千葉県選出国会議員を訪
問

3月10日 ○広報うらやす「羽田空港騒音問題特集号」を発行
○市長が自治会連合会定例会で羽田空港再拡張問題を説明

3月13日 ○市長が住宅管理組合連合会定例会で羽田空港再拡張問題を説
明

3月22日 ○浦安市議会が「羽田空港再拡張事業によるＤ滑走路の位置及
び飛行ルート案に対する意見書」を可決

○市議会が「羽田空港再拡張問題に関する特別委員会」を設置
3月26日 ○千葉県が羽田空港再拡張事業に係る県・市打合せ会議を開催
3月29日 ○J-comで行政情報番組「浦安の課題～羽田空港再拡張事業～」

を放送（4月4日まで毎日放送）
4月10日 ○市長が住宅管理組合連合会定例会において羽田空港再拡張問

題を説明
4月13日 ○第2回羽田空港再拡張問題に関する特別委員会開催
4月21日 ○住宅管理組合連合会が国土交通省に要望書を提出
4月30日 ○第3回羽田空港再拡張問題に関する特別委員会開催
5月1日 ○City News URAYASU（英字版広報）に羽田空港騒音問題

を掲載
5月12日 ○自治会連合会に市長が署名運動を要請
5月17日 ○羽田空港再拡張問題に関する特別委員会が航空機騒音を体感

視察
5月21日 ○自治会連合会が署名運動を開始
5月24日 ○国土交通省が飛行ルートの修正案を千葉県と浦安市に提示
5月25日 ○千葉県が羽田空港再拡張事業に係る県・市打合せ会議を開催。

飛行ルートの修正案と2月9日に千葉県と関係14市が国土交
通大臣に提出した意見書に対する回答案について協議しそれ
を了承

○千葉県知事が国土交通大臣に回答の受入れを表明
○第4回羽田空港再拡張問題に関する特別委員会開催。国土交
通省から飛行ルート修正案について説明があり、それを質疑

○市長が、ふるさとづくり推進協議会で飛行ルートの修正案を
了承したことについて結果を報告

羽田再拡張後の飛行ルート・修正案についての
千葉県及び関係14市の意見

平成16年5月25日

国土交通省が、千葉県及び関係14市の要望に応じ、浦安方面の住宅地
の通過を回避するため、D滑走路の位置等を変更し、また千葉市・市原市
の通過高度を引き上げるなどの騒音軽減策を大胆に取られたことを評価
し、国の回答案を了承するものである。

この修正案が6年後のD滑走路完成時に適確に履行されるために、直ち
に県・関係14市と国土交通省との協議のためのフレームについて再確認
させていただきたい。

特に、今回の修正案において、将来の管制技術等の進展に合わせ検討
協議するとした事項については、千葉県及び関係14市の意向に誠実に応
えることを求めたい。

さらに、電波障害等マイナスの影響への対策、航空機騒音監視システ
ム、飛行コース公表システムの整備など各市の要望に対し誠実かつ十分
な対策を取ることを求めるものである。
また、成田空港の完全空港化及びアクセス整備を促進するとともに、

成田・羽田間のネットワークを強化するためのアクセス整備を要望する。

終わりに、今回の修正案について、わずか24時間以内に関係市の決断
を求められたことはきわめて唐突であり、今後は十分な情報公開を行い、
時間をかけて地元自治体・地域住民の理解を得るよう御努力願いたい。

千葉県知事 堂本　暁子 千葉市長 鶴岡　啓一
市川市長 千葉　光行 船橋市長 藤代　孝七
木更津市長 水越　勇雄 松戸市長 川井　敏久
習志野市長 荒木　　勇 市原市長 佐久間隆義
流山市長 井崎　義治 鎌ヶ谷市長 清水　聖士
君津市長 三浦　公明 富津市長 白井　　貫
浦安市長 松崎　秀樹 袖ヶ浦市長 小泉　義弥
白井市長 中村 彰

航空機騒音・飛行高度コース実態調査と騒音予測は、市独自のデータ
を得るため実施する予定です。
これまで、国土交通省が示した修正案などの国が提示した資料は情報

公開コーナー（文化会館2階）と羽田空港騒音問題対策室（市役所本庁
舎5階。7月からは第3庁舎）でご覧になれます。

問 環境保全課羽田空港騒音問題対策室




